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牛海綿状脳症（ＢＳＥ）対策に関する要請

国内ＢＳＥ検査は今年７月に、３０か月齢超から４８か月齢超に緩和されました。

これに合わせ、全頭検査を続けてきた北海道など多くの自治体が全頭検査をやめ、

４８か月齢超に大きく後退しました。牛肉の安全性は全頭検査が大きく貢献してき

たはずです。ＢＳＥについては未解明の部分も多く、緩和によって不安を感じる消

費者は少なくないところから、次のことを要請します。

記

１．国のＢＳＥ検査は今年４月、８年近く続いた２０か月齢超から３０か月齢超に

引き上げられ、さらに３か月後の７月に４８か月齢超となりました。独自に全頭

検査を継続してきた自治体が、国の緩和に合わせて同７月に全頭検査をやめ、国

と同じ４８か月齢超に緩和しました。めまぐるしく変わる検査体制では食の安全

・安心も国民の信頼も得られません。検査体制を厳しく見直し、少なくともこれ

以上の緩和はしないこと。

２．ＢＳＥは非定型ＢＳＥについて十分な検討がなされないまま、４８か月齢超ま

で緩和されました。非定型ＢＳＥは、原因とされる異常プリオンのたまる部位が

定型ＢＳＥとは異なり、脳の前部や可食部の筋肉にとどまることなど、徐々に解

明されてきています。国において調査・研究を積極的に進め、逐次国民に周知し、

必要に応じて直ちに対策を講ずること。

３．ＢＳＥの原因とされる牛肉骨粉を肥料に利用することが今年４月、食品安全委

員会で認められました。牛肉骨粉の肥料利用は平成１３年に牛用の飼料への流用

・誤用の恐れから停止されたものです。それを一定の管理措置を講じた上で再び

認めようとするものですが、牧草地で牛が間違って食べる不安は変わらず、牛肉

骨粉の肥料への利用は断じて認めないこと。


